ケースシナリオ１：飛行機事故　Group 1 & 2 
あなたは、危機的な状況で支援活動にあたる団体で活動している心理士です。あなたは空港で飛行機事故があったという電話を受け取ります。生存者がいるかどうかはまだ明らかではありませんが、悲惨な事故で多数の死者が出ています。この飛行機に搭乗していた乗客の帰りを待っていた家族らは、爆発音を聞き、何が起こったのか告げられました。乗客の親族や空港職員がひどい苦痛を感じている状況です。空港当局はあなたや同僚がPFAの研修を受けていること知っていて、あなたを呼び出しました。今すぐ助けが必要なのです！

１．支援活動の準備をしながら、以下の点を自問しましょう
· 自分には支援活動をする準備ができているのか。個人的に気をつけることは何か。
· その状況について、どのような情報を得ているか。
· 支援を提供するチームとして、どのようなオーガナイズが必要か。

· あなたは、所属する団体やその他の機関からどのようなサポートを受けられるか。

２．空港に行った際に、何を「見る」べきでしょうか
· 空港にすでにあるサービスやサポートはなにか。
· あなたがつらい状況にある人々に話しかけられる場所はどこか。そのような人々と話せるスペースを作るのにはどうしたらいいか。

· 被災者の家族や空港職員の中で、さらなる支援が必要なのはだれか。

３．被災者の家族や空港職員に声をかける際に、苦痛を和らげながら相手の気がかりなことを「聞く」のには、どうするのが最もよいか。

-　そのような人々にどのようにアプローチするか。

-　話している最中には、どのようにしてその人々の苦痛を和らげることができるか。

４．そのような人々を情報や実際に役立つ支援と「つなぐ」ために何ができるのか
-　被災者を情報やサービス、また大切な人とつなぐために何ができるのか。
どのような困難があるのだろうか。

ケースシナリオ２：飛行機事故　Group ３ 

あなたは、危機的な状況で支援活動にあたる団体で活動している心理士です。あなたは空港で飛行機事故があったという電話を受け取ります。生存者がいるかどうかはまだ明らかではありませんが、悲惨な事故で多数の死者が出ています。この飛行機に搭乗していた乗客の帰りを待っていた家族らは、爆発音を聞き、何が起こったのか告げられました。乗客の親族や空港職員がひどい苦痛を感じている状況です。空港当局はあなたのチームがPFAの研修を受けていること知っていて呼び出しました。今すぐ助けが必要なのです！
あなたのチームは、組織の中で支援者へのサポートを担当しています。
以下の項目について考えましょう。
１．支援活動の準備をしながら、以下の点を自問しましょう
· 派遣するスタッフが支援活動をする準備ができているのか。彼らが個人的に気をつけることは何か。
· その被災状況や避難所について、どのような情報があるか？派遣スタッフに伝えるべき情報は？
· チームとして支援にあたることについて、スタッフにどのようなアドバイスをするか。
· あなたの所属する機関（団体）から派遣スタッフにどのようなサポートを提供できるか。
２．派遣スタッフが空港に行った際に、支援のためのニーズを知るために、何を「見る」べきでしょうか
· 派遣スタッフがどのようなサービスやサポートが受けられるか。
３．あなたのスタッフが空港で被災者の家族や空港職員と接することに関して、スタッフの気がかりなことを「聞き」、スタッフをサポートするのには、どうするのが最もよいか。
４. あなたのスタッフが、情報や実際に役立つ支援と「つなげる」ために何ができるのか。支援活動の最中、また支援活動の後でなにができるか。
-　派遣スタッフを情報やサービス、また大切な人とつなぐために、あなたに出来ることは何か。
